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国有林で大根栽培龍
“

灘;， “蟻悪;認織§簿 鍵

今
年
初
め
て
の
試
み
Ｉ
国
有
林
を

伐
採
し
た
あ
と
の
斜
面
に
、
無
肥
料
、

無
農
薬
で
野
菜
を
栽
培
し
大
成
功
。

君
田
地
区
愛
林
組
合
（
代
表
鈴
木
政

雄
さ
ん
）
は
、
国
有
林
二
・
三
地
を
利

用
し
て
、
大
根
、
ソ
バ
な
ど
の
野
菜
を

栽
培
し
ま
し
た
。
杉
や
ひ
の
き
を
伐
採

し
た
あ
と
、
山
を
焼
い
て
（
火
入
れ
）

草
が
生
え
な
い
時
期
を
活
用
し
た
も
の

ー『

で
す
。
〃
高
原
大
根
〃
の
誕
生
と
、
地

元
で
は
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

出
荷
し
た
大
根
は
一
万
五
千
本
。
水

分
が
多
く
、
比
較
的
か
ら
み
が
少
な
い

と
好
評
で
し
た
。

「
土
地
が
肥
え
て
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
予
想
以
上
に
作
物
の
育
ち
が

早
く
、
収
穫
も
多
か
っ
た
の
で
驚
い
て

い
ま
す
。
運
び
出
す
の
が
た
い
へ
ん
で

軍

す
が
、
大
根
だ
け
で
な
く
、
ソ
バ
や
ニ

ン
ニ
ク
、
ネ
ギ
な
ど
に
も
挑
戦
し
て
み

た
い
で
す
」
と
意
欲
を
燃
や
す
鈴
木
さ

ん
。

高
萩
営
林
署
で
は
「
国
有
林
の
有
効

利
用
の
一
つ
で
す
し
、
こ
れ
が
定
着
す

れ
ば
地
元
の
人
の
た
め
に
も
な
り
ま
す

の
で
協
力
し
て
い
く
方
針
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

収穫した大根を持つ鈴木政雄さん

テレホンサービス「市政案内」は(3) 1 151 ． 1 152です



査」結果まとまる 7月に実施した「市街地整備

についてのアンケート調査」の

結果がまとまりました。市街地

整備基本計画を作成するための

参考となります。

F 宇 司

■■
■■
－

千
九
百
四
十
二
人
に
お
願
い
し
た
こ

の
調
査
は
、
回
答
者
千
三
百
九
十
六
人

で
、
回
収
率
約
七
一
・
九
％
で
し
た
。

皆
さ
ん
が
た
の
御
協
力
に
よ
り
、
高
い

回
収
率
に
な
り
ま
し
た
。

年
齢
別
に
み
る
と
、
「
二
十
歳
未
満
」

○
・
三
％
、
．
一
十
歳
か
ら
二
十
九
歳
」

五
・
九
％
、
「
三
十
歳
か
ら
三
十
九
歳
」

五
一
・
六
％
、
「
四
十
歳
か
ら
四
十
九

歳
」
三
五
・
三
％
、
「
五
十
歳
か
ら
五

十
九
歳
」
四
・
○
％
、
「
六
十
歳
以
上
」

一
・
五
％
、
「
無
回
答
」
一
・
四
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
三
十
歳
代
と

四
十
歳
代
で
占
め
て
い
ま
す
。

職
業
に
つ
い
て
は
、
「
農
林
漁
業
」

二
・
二
％
、
「
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
」

一
七
・
五
％
、
「
工
業
」
二
一
・
六
％
、

「
事
務
職
」
一
八
・
七
％
、
「
労
務
職
」

一
二
・
｜
％
、
「
専
門
技
術
職
」
一
五
・

○
％
、
「
そ
の
他
」
一
○
・
五
％
、
「
無

回
答
二
・
四
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

回
収
率
約
七
二
％
生対

象
者
は

ー

■現在地に住んで何年

になりますか？

■お宅の敷地の広さはどのくらい

ですか？

三

三

三

三

○
一
一
一
年
未
満
一
○
・
七
％
約
一
○
％
が
、
現
在
地

○
三
年
か
ら

十
年
未
満
一
一
一
一
一
一
・
四
％
に
住
ん
で
「
三
年
未
満
」

と
答
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
最
近
の
工
業
団
地
や
住

○
十
年
か
ら

一
一
十
年
未
満
一
一
一
一
・
五
％
宅
団
地
の
開
発
等
に
よ
り
、

新
し
く
市
内
に
転
入
し
た

○
｜
｜
十
年
以
上
一
一
一
一
・
九
％
世
帯
の
比
率
を
表
わ
し
て

○
無
回
答
一
・
五
％
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

○
五
十
坪
未
満
一
一
・
｜
％
「
百
坪
未
満
」
が
約
四

○
五
十
坪
か
ら

百
坪
未
満
三
七
・
一
一
一
％
細
弐
卸
私
印
群
型
吐
吋
封

す
。
か
な
り
広
い
「
百
五

○
百
坪
か
ら

百
五
十
坪
未
満
一
一
一
一
・
六
％
十
坪
以
上
」
の
敷
地
に
住

ん
で
い
る
世
帯
は
、
約
一

○
百
五
十
坪
以
上
一
六
・
九
％
七
％
あ
り
ま
す
。

○
敷
地
な
し
（
ア
ま
た
、
別
の
角
度
か
ら

。
ハ
ー
ト
や
借
家
一
八
・
八
％
み
る
と
、
約
八
○
％
の
世

帯
が
自
分
の
家
に
住
ん
で

の
人
）

い
る
こ
と
か
わ
か
り
ま
す
。

○
無
回
答
一
一
・
一
一
一
％
（
持
ち
家
率
八
○
％
）

四
十
二
人や

都
市
計
画
法
の
用
途
地
域
及
び
そ
の

周
辺
地
域
を
対
象
と
し
て
、
街
路
、
公

園
教
育
施
設
等
の
都
市
施
設
の
整
備

計
画
を
作
成
す
る
こ
と
。
市
街
地
開
発

計
画
事
業
の
区
域
を
定
め
、
昭
和
七
十

五
年
を
目
標
に
し
た
将
来
計
画
を
作
成

す
る
こ
と
の
二
つ
を
い
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
な
ぜ
必
要
な
の
で
し

ょ
う
か
．
．
：
．
．
①
長
期
的
な
見
通
し
に

立
っ
た
計
画
行
政
が
で
き
る
②
計
画

の
総
合
性
が
図
れ
る
③
事
業
の
実
現

性
に
つ
い
て
メ
ド
が
立
て
ら
れ
る
な
ど

で
あ
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
小
学
校
三
、
四
年

生
と
中
学
校
三
年
生
の
父
兄
千
六
百
五

十
一
人
、
四
つ
の
団
体
二
百
九
十
一
人

の
併
せ
て
千
九
百
四
十
二
人
に
お
願
い

し
ま
し
た
。

七
月
上
旬
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配

布
し
、
同
下
旬
に
回
収
、
八
月
下
旬
ま

で
に
集
計
を
行
っ
た
短
期
間
の
作
業
で

ｉ
し
た
弓 市

街
地
整
備
基

本
計
画
と
は

調
査
は
こ
の
よ
う

に
し
て

(2)



｢市街地轄備についてのアンケート調
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篭
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唾
銅
錨
轟
峠
墨
鮴
率
需
罹
躁
只
琉
ｌ
シ
グ
ラ
ン
ド
等
に
利
用

霊 蝿鍛

殻
■
将
来
、
生
活
の
中
心
と
な
る
場
所
は
．

「

｛
ーい松久保｜

工業団地

の

I まI

I

に

高萩中学校

兵運動広場

I
I

グ
ー十王町※特に多い地域だけを図示しました

■あなたは今の場所にずっと住んでいたいと

思いますか？
すぐ､､にても移りたい

無回答
つOO／
2

2.4％
．8

現
在
の
市
街
地
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
駅
西

地
区
が
、
圧
倒
的
に
多
く
、
将
来
と
も
こ
の
地

区
が
生
活
の
中
心
と
し
発
展
し
て
い
く
こ
と
を

望
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

森
林
公
園
、
市
営
野
球
場
周
辺
が
最
も
多
く

次
い
で
高
萩
高
校
北
側
、
安
良
川
の
一
部
、
高

浜
運
動
広
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
既
存
の
施
設

か
あ
る
場
所
か
そ
の
周
辺
を
、
今
後
ど
の
よ
う

に
有
効
活
用
す
る
か
が
課
題
に
な
り
ま
す
。

住
ん
で
い
た
い
約
六
二
％

機会があれ

ば移りたい
15．3％

機会があれ

ば移りたい
15．3％｜

今
の
場
所
に
住
ん
で
い
た
い
」
か

約
六
二
％
に
対
し
て
、
「
移
り
た
い
」

が
十
七
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
移
り

た
い
」
と
答
え
た
人
で
、
市
外
に
移
り

た
い
の
か
、
そ
れ
と
も
市
内
の
適
当
な

場
所
な
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
統

計
的
に
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
す
。

（
裏
面
に
つ
づ
く
）

ずっと住んてい:・
たい

4().属％：

III

どちらともいえ

ない

18．0％

い仁心レメ． I 、 -

どちらかと
いえ-ば住ん

て＊いたい
21．0%

(3)



都市計画区域内を対象内

■
毎
日
の
生
活
の
中
で
ど
う
考
え
ま
す
か
？

ｒ
全
体
的
に
は
「
普
通

「
1…

生
活
環
境
の
満
足
度
に
つ
い
て
各
項

目
二
と
に
回
答
を
求
め
た
も
の
で
す
。

全
体
的
に
「
普
通
」
と
い
う
回
答
が

最
も
多
い
。
「
不
満
」
に
考
え
て
い
る

／
Ｏ

／
０
。

● ､

饅 不満無回苔
'両

や
、
不

非常に
満足
やや

満足

韮
白 通

N①子供の教育

3％460.79f 0％5．911 .3％10．7％

蕊’目蕊彌蕊這愛国騒蕊蕊蕊
1.5％5,8％27.9％ 32-6％

露②子供の遊び場

4.5％27.7％

③通勤・通学時間

66．3％6．2913.3% 15.2% 45.0％ 12

④歩行者の安全性
可

17. 1%4.7f31 .3％1 .8%7.2% 38.0%

も
の
と
し
て
は
、
「
子
供
の
遊
び
場
」

「
道
路
の
整
備
状
況
」
が
比
較
的
多
ノ

あ
り
ま
す
。

⑤地震や火災等の災害の安全性

29.2％ 19. 1％ 5．7％0.6％5.1％ 40.3％

畷 ’⑥工場公害に対する安全性

22.5％ 9．89 52.7％7.7％ 51.8％

罫：⑦買物への便利性
：

受⑧ゴミやし尿の衛生状態

24,2％ 12.6%5. 1%6.3％15.9％ 36. 1％

|：
24.3％ 8． 1％5．72’0％9.8％ 40.2％

■
錘蕊’§⑨道路の整備状況

301% 223% 59% < こ．

■お住まいになっているあたりで､早急に整備してほしい

瞳はどれですｶﾞ公共下水道の整備

■１１

0.9％7.0％ 33‘8

「
開
発
」
と
答
え
た
人
の
方
が
多
く

い
ま
す
が
、
差
は
そ
れ
ほ
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
「
開
発
」
と
「
保
全
‐
』
の
調
和
あ

る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

人
伽
知
如
血

■
市
の
施
策
と
し
て
開
発
に
重
点
を
お
い
た
方
が
よ
い
か
そ
れ
と
も
保
全
に
重
点
を
お
い
た

方
が
よ
い
で
す
か
？

ｒ
調
和
あ
る

「

都市施設”要望|||質位をみると、第1位が「下

水道」以下「歩道・ 自転車道」 「子供の遊び場、

公園」の|||負となっています。現在、下水道整備

は年次計画により、着々と進められています。

発
展

人

100

ヘ戸1A

JOlハ、
ー

314人
一

（

》 111
一÷ム

ー

306人 264ノ
ー

300

246／
ー

204人

イバハ

l4y
－

200

人四
一
１

141人
一

91人

戸八

OU
50岨

向
Ⅱ
Ⅱ

100 qQA
ジゾノ、

｢’

。qノ
ーシノ

ロ
14

同31人

、 中
学
校
施
設
の
整
備

小
学
校
施
設
の
整
備

河
川
の
整
備

公
共
下
水
道
の
整
備

集
会
所
、
公
民
館
の
充
実
整
備

運
動
施
設
の
整
備

子
供
の
遊
び
場
公
園
の
整
備

住
宅
地
内
の
道
路
の
整
備

歩
道
・
自
転
車
道
の
整
備

幹
線
道
路
の
整
備

無
回
答

Vノ

他無
回
答

保
全
に
重
点

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
保
全

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
開
発

開
発
に
重
点

(4)
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1

アンケート調査の担当は建設部都市計画課です都

三口

この

風 ■
将
来
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
地
区
が
ど
ん
な
ま
ち
に
な
っ
た
ら
よ
い
と
考

え
ま
す
か
？

ｒ
‐
田
園
的
風
景
の
ま
ち

高
萩
市
の
将
来
像
に
つ
い
て
、
回
答
を
求
め
然
と
区
画
さ
れ
た
住
宅
地
の
ま
ち
」
が
次
い
で

た
が
、
「
農
地
と
住
宅
地
が
混
在
し
た
田
園
的
い
ま
す
。

人
畑
皿

■日常利用されている商店街の整

唾つ‘塞藤…．
街路樹

景
の
ま
ち
」
と
い
う
回
答
か
最
も
多
く
、
「
‐
整

603人
戸

三500
449人
ｰ一

個々の店舗の魅力よりも、歩道の整

備をした') 、街路樹を植えたりして、

楽しくショッピングができる商店街づ

く ’)を望んでいる人が多くいます。

０
０
０
０
４
３

200

人
叩７

三

三

三

三

三
＝

三
＝

三
＝

＝

1ワ7メ
八二／ノ 95人

n門"普肯
100

戸nnA
Oととノ

霧
軽
蔑
賎
韓
溌
韓
蕊
Ｉ

600

無
回
答

そ
の
他

工
業
地
の
ま
ち

観
光
地
化
さ
れ
た
ま
ち

田
園
的
風
景
の
ま
ち

商
業
地
の
ま
ち

住
宅
地
の
ま
ち

ー

500

400

358人
門

300 ｰ276人

200

1 11Ⅱ1 1 11ⅡlⅡ
|Ⅱ|Ⅱ' ' ' ' ' 1l l ll l ll l ll l l l l lll ll l l ll ll l IⅡl l l l l l ll ll l I' ' ' ' ' '' 11 1 1 1 1 1Ⅱ' ' ' ' ' ' ' 11

その他22人(1.6％）’
83人

Ⅱ閂
100

《 28ノ

向 ■
今
後
市
の
施
策
で
力
を
入
れ
て
ほ
し
い

も
の
は
な
ん
で
す
か
？

ｒ
‐
居
住
環
境
の
整
備

「
居
住
環
境
の
整
備
」

が
、
他
を
大
き
く
引
き
離

し
て
い
ま
す
。
今
後
の
課

農業の振興
75人(5.4％）

無回答35人

潭司(2.5％）0
鉦
小
同
］
鐘
ロ

そ
の
他

現
状
の
ま
ま
て
よ
い

歩
道
を
整
備
し
た
り
、
街
路
樹
を
植
え
た
り

し
て
、
ま
ち
全
体
の
魅
力
を
増
す

個
々
の
店
舗
の
魅
力
を
も
っ
と
つ
く
る

現
在
の
建
物
を
建
て
替
え
て
、
大
き
な
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
ビ
ル
を
つ
く
る

/;難、

蕊
'侶人(9.09f

弘卯錘

急隷
Ｆ
院
Ｊ

居
、
知

州
へ
〃
ｖ

126人(9.0％） 居住環境の整備

324人(59.0％）

ー題
と
し
て
、
力
を
注
い
で

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ノ
レ
。

商業の振興
209人

（15.0％）

届興

「
そ
の
他
市
街
地
整
備
に

つ
い
て
の
御
意
見
・
御
要

一

望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
自

由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
」

の
設
問
に
対
し
て
は
、
市
一

全
体
か
ら
み
た
も
の
、
地

域
の
こ
と
、
日
常
生
活
か

ら
出
て
く
る
も
の
な
ど
あ

一

一
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
意
見
が

一

一

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

｜

市
全
体
の
見
地
か
ら
の

一

意
見
と
し
て
は
、
人
口
を

一

一

増
や
す
対
策
を
考
え
る
べ

一

一
き
て
あ
る
、
開
発
す
る
こ

一

一
雄
粋
鎮
卦
痙
稚
蓉
硫
獅
－
７
一

一

に

、

運

動

施

設

が

も

っ

と

」
Ｆ
ほ
し
い
、
下
水
道
を
早
く

し
整
備
し
て
ほ
し
い
な
ど
が

崖
あ
り
ま
し
た
。

く
地
域
的
な
も
の
と
し
て

一

き
は
、
道
路
整
備
の
問
題
、

一

書
市
街
地
に
は
駐
車
場
が
少

お
な
い
、
楽
し
く
遊
べ
る
公

↓
」
、

田
園
が
ほ
し
い
、
通
学
路
の

自
問
題
な
ど
が
主
な
意
見
で
一

を
し
た
。

望
日
常
生
活
か
ら
の
意
見

要
と
し
て
は
、
特
に
環
境
に

Ｉ従
つ
い
て
の
も
の
が
多
く
見

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

意
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
貴
一

御
重
な
御
意
見
・
御
要
望
が
一

■
あ
り
ま
し
た
が
省
略
さ
せ

Ｉ

I て

い
券
娼
搾
桔
巽
亨
ま
＋
９

(5)



高
萩
都
市
計
画
事
業
町
西
側
土
地
区

画
整
理
事
業
の
区
域
が
、
九
月
の
定
例

市
議
会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
の
対
象
と
な
る
区
域
は
約

十
九
・
三
池
で
、
道
路
、
公
園
緑
地
、

な
ど
を
適
正
に
配
置
し
、
よ
り
よ
い
住

宅
環
境
整
備
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
事
業
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

区
域
内
の
道
路
は
、
都
市
計
画
道
路

（
幅
員
十
六
ｍ
か
ら
十
五
ｍ
）
三
本
を
幹

町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業

施
行
区
域
決
ま
る

線
と
し
、
区
画
道
路
は
幅
員
十
四
・
五
ｍ

か
ら
四
ｍ
を
配
置
。
児
童
公
園
二
箇
所

を
施
行
面
積
の
約
三
％
以
上
約
一
畑
を

確
保
。
排
水
路
、
公
園
を
兼
ね
た
調
整

池
を
設
置
。
水
路
の
付
け
替
え
。
低
地

は
全
面
盛
土
。
実
施
に
伴
う
計
画
内
容

に
つ
い
て
は
決
定
し
だ
い
お
知
ら
せ
し

ま
す
。今
後
市
で
は
、
区
域
内
の
か
た
が
た

と
協
議
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ｰ

19．3ha

LL"鍼: ？』蕊〆念■蕊J員､J；選挙

投
票
日
は
十
一
月
六
日

十
一
月
一
一
十
二
日
に
任
期
満

了
と
な
る
高
萩
市
議
会
議
員
の

般
選
挙
は
、
十
月
二
十
七
日

に
告
示
さ
れ
、
十
一
月
六
日
投

票
日
と
決
ま
り
ま
し
た
。

家
族
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し

ょ
う
。

ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
選
挙
運
動
の
方
法

が
変
わ
り
ま
し
た
。

国
会
に
お
い
て
公
職
選
挙
法
が
一
部

改
正
さ
れ
、
高
萩
市
に
お
い
て
も
、
「
高

萩
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
ポ
ス
タ

ー
掲
示
場
の
設
置
に
関
す
る
条
例
」
が
定

▲市内の各所に設けられるポスター掲示場

ボ
ス
掲
示

め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
回

か
ら
高
萩
市
議
会
議
員
の
ポ
ス

タ
ー
に
よ
る
選
挙
運
動
の
方
法

が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

今
ま
で
立
候
補
の
届
け
出
後
、
各
候
補

者
が
市
内
に
千
二
百
枚
以
内
の

ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
た
。

こ
れ
か
ら

立
候
補
の
届
け
出
後
、
各
候

補
者
が
選
挙
管
理
委
員
会
が
設

置
し
た
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
（
お

お
む
ね
百
四
十
五
箇
所
）
に
ポ

ス
タ
ー
を
掲
示
し
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
が
設
置
し

た
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
以
外
へ
の

ポ
ス
タ
ー
掲
示
は
で
き
ま
せ
ん
。

二
口
“

庁
朧
擦
曜
郷
需

迅声

タ
ー
は

場
に
だ
け

’

一市民音楽祭に出場しませんか 一 ー＝一一国

弓

‐

‐

Ｉ

‐

Ｉ

Ｉ

Ｉ

－

き 11月3日 （文化の日）午後1時から4時

ろ市文化会館

第曾湧 葱簿

一
一

§A
、出場資格 ・市内に居住または勤務する団体及び燗

灘
.… ． ．…酔卍無

” 謝剥学校関係（中・高校生）の出場は学校長の許可を必要とします。

込先教育委員会社会教育課（恋③1131 ）

込締切日 10月15日(土）

目は自由です。ふるって御参加ください。

》
浄
詮
毒
》

難蕊
》
《

索

必
坐

－
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層
■
高
萩
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
画
整
理
事
業
の
決
定
に
つ
い
て
（
六
○
国
立
病
院
、
療
養
所
の
廃
止
、
地
方
六
月
八
日
の
本
会
議
で
、
各
議
員
か

つ
い
て
（
鈴
木
一
慧
氏
に
同
意
）
ぺ
ｌ
ジ
に
掲
載
）
移
管
、
民
営
化
患
者
サ
ー
ビ
ス
部
門
ら
次
の
よ
う
な
項
目
で
一
般
質
問
が
あ

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
■
昭
和
五
十
八
年
度
高
萩
市
一
般
会
計
の
下
請
け
に
反
対
し
、
国
立
病
院
療
り
ま
し
た
。

つ
い
て
（
大
和
田
知
之
氏
鈴
木
広
補
正
予
算
養
所
の
拡
充
強
化
を
求
め
る
政
府
へ
○
身
障
者
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て

次
氏
、
山
口
安
一
氏
に
同
意
）
の
意
見
聿
冒
提
出
に
関
す
る
請
願
○
県
北
臨
海
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
構
想

請
願
、
陳
情
書
審
査
報
告

■
高
萩
市
収
入
役
の
選
任
に
つ
い
て
○
集
会
所
建
設
に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て
（
二
件
）

（
佐
川
誠
太
郎
氏
に
同
意
）
請
願
、
陳
情
書
に
対
し
て
審
議
さ
れ
■
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の
○
人
口
増
加
対
策
に
つ
い
て

■
高
萩
市
歴
史
民
俗
資
料
館
の
設
置
及
た
結
果
を
報
告
し
ま
す
。
○
社
会
保
険
関
係
行
政
事
務
の
県
移
譲
○
広
域
農
道
に
つ
い
て

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
■
採
択
さ
れ
た
も
の
と
職
員
の
身
分
の
地
方
移
管
に
関
す
○
小
滝
沢
キ
ャ
ン
プ
場
付
近
の
駐
車
場

い
て
○
上
水
道
管
布
設
に
関
す
る
陳
情
る
請
願
増
設
に
つ
い
て

■
高
萩
都
市
計
画
事
業
町
西
側
土
地
区
○
水
路
改
修
に
関
す
る
請
願
○
軍
備
拡
大
、
大
企
業
奉
仕
の
臨
調
路
○
観
光
行
政
に
つ
い
て

○
陸
橋
下
の
市
道
整
備
に
つ
い
て

畔爾團会’

人

ホ

事
案
件
な
ど
を
決
定
韮引

・
九
月
八
日
か
ら
開
会
さ
れ
た
昭
和
五
十
八
年
第
三
回
定
例
市
議
会
は
、
九
月
十
九
日
閉
会
し

ま
し
た
。
人
事
関
係
三
件
、
報
告
関
係
一
一
一
件
、
予
算
関
係
一
一
件
、
条
例
関
係
一
一
一
件
、
そ
の
他
五
件
、

合
計
十
六
件
の
提
出
案
件
を
審
議
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
も
の
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

癖
’

織
鏑
蕊
》
祉
事
務
所
長
、
四
十
二
年
に
税
務
課
長
、
Ⅲ
て

四
十
五
年
に
総
務
課
長
、
四
十
六
年
七
‐
○
農
業
行
政
に
つ
い
て

、
：
教
育
長
に
月
か
ら
総
務
部
長
を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
．
岬
・
市
道
行
政
に
つ
い
て

玲
却
、
員
洲

ま
た
、
九
月
三
十
日
で
任
期
満
了
に
川
○
住
居
表
示
に
つ
い
て

萱
五
一

な
っ
た
教
育
長
に
は
、
鈴
木
一
慧
氏
（
六
川
○
市
道
八
一
号
線
の
今
後
の
取
り
扱
い

鈴
木
一
慧
氏
十
二
歳
‐
本
町
一
‐
目
三
二
需
地
爪
ゞ
つ
い
て

ｆ

設
淨
“
好
、
”

輪
、

が
十
月
一
日
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

川
○
斉
場
に
つ
い
て
（
二
件
）

（
再
任
）
艸
○
地
域
開
発
に
つ
い
て

“
錨
』
十
鏥
鍬
》
》
》

収
入
役
岩
本
義
文
氏
が
八
月
三
十
一
川
○
松
岡
中
学
校
に
つ
い
て
（
二
件
）

日
辞
任
さ
れ
、
そ
の
後
任
と
し
て
佐
川
川
○
大
学
の
誘
致
に
つ
い
て

収
入
役
に
誠
太
郎
氏
（
五
十
七
歳
Ｉ
上
君
田
一
五
州
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
に
っ

二
六
番
地
）
が
九
月
八
日
収
入
役
に
就
川
い
て
（
二
件
）

任
さ
れ
ま
し
た
。

川
○
児
童
館
に
つ
い
て

佐
川
氏
は
、
昭
和
十
九
年
十
月
に
高
川
○
中
高
年
齢
事
業
団
に
つ
い
て

佐
川
誠
太
郎
氏
岡
村
繼
場
に
就
職
三
十
九
年
に
市
偏
・
花
貫
市
営
住
宅
の
物
置
設
置
に
つ
い

，
Ⅲ

ー

線
反
対
と
、
人
勧
凍
結
撤
回
に
つ
い

て
政
府
に
対
し
、
意
見
書
提
出
を
求

め
る
陳
情

「
金
融
の
分
野
に
お
け
る
官
業
の
在

り
方
に
関
す
る
懇
談
会
」
報
告
の
早

期
実
現
を
求
め
る
意
見
害
提
出
に
関

す
る
請
願

一
般
質
問
の
要
旨

ー

Ｊ
Ⅲ
」
ｎ
斗

拝
赫
峰
岬
祁
峠
岬
岬
絹
幽
犀
臺
雲
壱
痔
嶋
蝿
岬
岬
榊
嘩
岬
嘩
韮
一
二

一
三
ョ
三

癖

剖

秘

鰄

齢

窪

幽

躍

第6回公民館まつり

と き昭和58年10月22日仕) ･23日（日）

ところ中央公民館、市民体育館

催しもの展示の部、発表の部、バザーの部、 日用品即売会、

食堂の部

※家庭で使わず不用となっている日用品等がありましたら、

日用品即売にどうぞ、中央公民館で受け付けいたします。

詳しいことは③1125へ連絡してください。

I
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一

おえ 因
三
一
三
一
三
三
三
一
三
三
一
一
三
一
三
一
一
一
一
一
一
一
三
三
三
一
一
一
三
一
一
三
一
三
三
三
三
一
三
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
三
一
一
三
三
三

学
校
だ
よ
ク

「
‐

機
《
罐
、
《
繍
藍
舞
蕊
蕊
甥
電
調
ｔ

さ
え
ず
り
か
聞

こ
え
、
山
草
野
草
が
咲
き
乱
れ
、
私
た

ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

校
舎
は
五
年
前
に
新
築
さ
れ
、
設
備

も
よ
く
整
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
校

'1 1

君
田
中
学

短
歌
と
い
、
７
と
、
難
し
い
言

生
徒
が
減
る
一
方

三
年
藤
田
和
則

本
校
は
、
令

校
生
徒
三
十
九

人
の
ミ
ニ
学
校
。

周
辺
の
山
か
ら

絶
え
ず
小
鳥
の

歌集を自費出版した

田中長三さん夫妻

鷺
田
命
Ｉ
一
拝
拝
彌
罵
！

｛
さ
＄

三
一
三
一
三
一

一
一

三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
二
三
三
三
一
三
三
一
三
一
三
三
三
三
三
一
三
三
三

粋
擁
博

り
し
て
し
ま
う

な
ど
、
他
校
と
比
べ
て
や
や
劣
る
面
も

あ
り
ま
す
が
、
反
面
、
誰
の
こ
と
も
よ

く
知
る
こ
と
が
で
き
、
お
互
い
に
協
力

し
あ
っ
て
、
何
事
も
全
員
で
一
生
懸
命

行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
の
過
疎
化
が
激
し
く
、

年
々
生
徒
数
が
減
っ
て
い
ま
す
。
男
子

三
一
三
三
三
一
三
三
一
三
一
三
一

三
三
三
三
三
三
一
三
三
一
三
一
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
一
三
一
三

三

三

三

三

三

三

三

三

弔

生
徒
で
‘
ハ
レ
ー

ボ
ー
ル
と
合
唱

を
し
て
い
ま
す
。

勉
強
す
る
に

も
ラ
イ
バ
ル
が

少
な
く
の
ん
ひ

■″

「
夏
休
み
中
、
ご
み
や
空
き
缶
で
汚
れ

た
海
岸
を
き
れ
い
に
し
よ
う
」
と
、
九

月
四
日
、
約
二
十
の
団
体
の
市
民
二
千

五
百
人
が
、
花
貫
川
河
口
か
ら
関
根
川

河
口
ま
で
約
三
ｍ
の
海
岸
を
清
掃
し
ま

し
た
。ス
コ
ッ
プ
や
く
ま
手
を
片
手
に
、
約

一
時
間
の
作
業
の
あ
と
、
す
っ
か
り
見

違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
な
砂
浜
に
戻
っ
て

い
ま
し
た
。

は
、
｜
年
三
人
、
二
年
四
人
の
七
人
で
‐

新
人
戦
の
ゞ
ハ
レ
ー
に
挑
戦
し
ま
す
。
十
州

二
月
の
市
民
駅
伝
は
、
三
年
四
人
を
加
州

え
た
男
子
全
員
の
十
一
人
で
走
り
ま
す
。
‐

こ
れ
か
ら
も
、
生
徒
が
ど
ん
ど
ん
減
Ⅲ

っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
も
、
私
川

た
ち
は
母
校
と
地
域
の
発
展
の
た
め
に
Ⅲ

か
ん
は
る
つ
も
り
で
す
。

’ 「
君
田
の
秋
」
二
年
鈴
木
友
恵
Ⅲ

Ｉ
Ｉ
ｎ
Ⅱ
Ｖ
Ｌ
ｎ
Ⅱ
Ⅱ
Ｖ
ｈ
Ⅱ
Ⅱ
リ
ー
、
Ⅱ
Ⅱ
１
Ａ
Ⅱ
Ⅱ
Ｙ
、
、
Ⅱ
Ｖ
Ａ

浜
を
き
れ

［
介紹ブ’しｊグ

さ
す
が
〃
年
の
功
〃

北
支
部
（
東
地
区
）
で
三
世
代
の
集
い

画一

「首振り3年」 とは、尺八を吹〈ありさまで、思う

ように首が振れるまで3年はかかるという意味です。

松浪尺八研究会（メンバー24人）は、会を結成し

てから4年半。今では、老人クラブを訪れて腕前を

披露し、 たいへん喜ばれています。

会長の豊田正二さんは､「まだまだ未熟ですが、老

人クラブからの要請があれば、できるかぎり協力し

たい」 と話していました。

◎練習毎週木曜日午後7時～9時30分(有明集会所）

九
月
十
一
日
、
東
小
学
校
で
、

社
会
福
祉
協
議
会
束
地
区
北
支

部
の
「
三
世
代
の
集
い
」
か
行

わ
れ
、
お
年
寄
り
や
子
供
た
ち

が
「
輪
な
げ
」
「
ク
ロ
ッ
ケ
ー
」

を
し
て
、
一
日
を
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。

年
は
取
っ
て
も
〃
年
の
功
〃

と
、
お
年
寄
り
の
方
が
断
然
上

手
。
子
供
た
ち
は
こ
つ
を
教
え

て
も
ら
い
、
、
う
れ
し
そ
う
で
し

た
。

(8)



一
現
で
き
ま
す
。
若
い
か
た
て
も

い
回
し
を
思
い
浮
か
べ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
ふ
だ
ん
使
っ

て
い
る
言
葉
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
表

も
、

へ
言
葉
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
詠
ん
で

》
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
田
中
長
三

鐸

一
任
一
口
一
一

蜂

』
百
首
ず
つ
自
選
し
、
計
千
首
の

》
歌
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

《
「
私
は
、
目
が
不
自
由
な
の
で
、

鍛
音
や
、
花
の
に
お
い
、
手
で
触

灘

》
詑
註
噸
剰
禧
稚
手
霊
喰
細
曄
歌

榊

秘
生
活
の
こ
と
、
子
供
の
こ
と
、

》蝉
報
道
さ
れ
る
一
一
ユ
ー
ス
の
こ
と

》
な
ど
、
題
材
を
選
ば
ず
積
極
的

》
に
癖
恥
壺
《
誕
鑓
蝿
訴
壷
赫
詰
四

ア
十
年
あ
ま
り
。
こ
の
歌
集
に
は
、

少
御
夫
婦
の
歩
ん
で
き
た
歴
史
が

戸
つ
づ
ら
れ
て
い
る
．

竜
昭
和
二
十
五
年
一
月
三
十
一

》
割
轆
測
舗
蕊
歌

圭
ぷ
た

“
ま
さ
ぐ
れ
る
わ
が
瞼
明
る
き

田
中
長
三

感
覚
的
な
歌

。

，
》》鷺鷺轆…… ベ戦…麹瀧輔髄：…騨錘4

ｗ
ん
（
二
十
二
歳
）
は
、
「
去
年
優
勝

梱
し
た
の
で
、
今
年
は
マ
ー
ク
さ
れ
、

一
》
艫
紀
州
零
階

ｉ
一
塞
患
ゞ
燕
腫
“

一
“

し
■
閨
５
コ
Ｐ
蚤
ユ
苫
■
ヨ
』

里

弓

亙

受

菩

弓

Ｉ

Ｆ

ｚ

歪

１

百

三

目

弓

且

要

三

号

引

吾

二

Ｖ

Ｅ

丘

置

■

語

五

Ｆ

憂

弔

Ｈ

ｆ

野

尋

Ｖ

Ｕ

７

憂

弓

訂

牙

■

西

子
Ｊ
ｒ
ロ
ュ
ロ

彊

壼

２

部
毎
年
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
行
わ

酔
れ
る
市
長
杯
争
奪
軟
式
野
球
大
会
は
、

峠
多
く
の
市
民
が
参
加
す
る
ス
ポ
ー
ッ

ト
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
人
気
が
高
い
。

部
今
年
は
、
二
年
連
続
で
和
華
羽
会

斜
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム

恥
を
率
い
る
キ
ャ
プ
テ
ン
の
相
川
操
さ

ｆ
、
Ｊ
１
１
Ｊ
Ｈ 翻夫会｜老人

蕊
九
月
十
五
日
「
敬
老
の
日
」
、
市
民
体
育
館

で
老
人
福
祉
大
会
が
行
わ
れ
、
約
八
百
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
「
三
世
代
の
集
い
」
で
は
、

子
供
み
こ
し
や
、
日
舞
な
ど
の
出
し
物
に
拍
手

か
っ
さ
い
。
会
場
で
は
踊
り
出
す
お
年
寄
り
も

現
れ
る
な
ど
、
世
代
間
の
交
流
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

驚

ー

卒

豆

名

皿

１

Ｆ

■

■

弓

曲

両

§

竜

＃

ず

且

菟

ｆ

Ｆ

ｒ

崔

子

ざ

亜

出

塁

■

Ｆ
春
野

二
冊
工
吾
呈
■

■

ヨ

瓦

監

日

日

弄

牙

言

牙

担

正

召

ご

ｆ

五

Ｆ

晤

冊

過

ぎ

三

マ

Ⅱ

音

璽

三

二
■
■

画
■
Ｅ
弓
ｆ
甲
Ⅱ
ロ
毛
亜
壽
Ｅ
県
Ｋ
２
『
ロ
日
」
謡
ｊ
ｒ
冨
巫
１
４
訂
ロ

罠

乱

豈

Ｅ

Ｌ

終
っ
て
ホ
ッ
と
、

難
ｌ
ム
の
人
望
が
厚
い
。

「
若
い
チ
ー
ム
（
二
十
歳
か
ら
二
十
二

歳
）
な
の
で
、
ベ
ン
チ
で
も
明
る
い
雰
囲

気
で
す
。
気
の
合
う
仲
間
が
集
ま
っ
て
い

る
の
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
い
い
か
ら
、
キ

で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
み

ん
な
で
集
ま
っ
て
、
祝
杯
を
あ
げ
る
の

が
楽
し
み
で
す

と
、
終
っ
て
ホ
ッ
と

し
た
様
子
。

相
川
さ
ん
は
、
高
萩
高
校
に
在
学
中

も
野
球
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
任
さ
れ
る

な
ど
、
そ
の
落
ち
着
い
た
人
柄
は
、
チ

こ
れ
か
ら
み

|記

ヤ
プ
テ
ン
と
い

怖
を
あ
げ
る
の
っ
て
も
、
特
に

稜
っ
て
ホ
ッ
と
貢
献
し
て
る
こ

と
は
無
い
で
し

同
校
に
在
学
中
ょ
う
」
と
謙
そ

至
芒
任
さ
れ
る
ん
し
て
い
ま
す
。

ヘ
人
柄
は
、
チ
休
日
に
も
会

休
日
に
も
会

〈
受
講
演

識
h
T

社
の
野
球
部
員
と
し
帥

て
、
ま
た
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
ス
キ
州

ｌ
な
ど
、
｜
年
中
を
ス
ポ
ー
ツ
で
明
岬

け
暮
れ
る
相
川
さ
ん
。
「
市
長
杯
で
帆

は
、
去
年
の
初
出
場
以
来
十
三
連
勝
恥

中
で
す
。
来
年
の
大
会
で
も
、
優
勝
帥

を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
」

穏
や
か
な
話
し
方
の
中
に
、
内
に
州

秘
め
た
闘
志
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。
袖

口

盃

■

蜂
■
■

Ｆ

弘

１

写

号

４

号

丑

三

■
冒
弓
鷺
室

旦

皇

§

ず

§

号

雷

室
汀
■
副
’
三

ｚ
蓋
囲
■

】
産

毛

Ⅱ

Ｆ

Ｉ

元

日

二
マ丑

、
９
コ
五
五

画
『

且

写

当

了

ｎ

一昌

国

語

再

弔

ー

圭
月
の
、
『
ノ
ち

ｒ
ん
も
、
フ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
青
年
の
主
張
し

燕
混
雑
に
皿
恥

鯰
し
の
ず
り
全
国
動
ン
ク
ー
ル

癖
雑
職
制
読

皿
楠
魎
韮
一
壱
茨
城
県
大
会
は
熟
畔
庶
稿
審
査
で
選
岼

確
勘
伽
耐
↑
れ
た
か
た
を
十
一
》
月
十
二
日
（
土
）
永

議
え
非
供
、
。
戸
放
送
局
ス
タ
一
ン
オ
に
招
き
《
神
宝
張
か

轄
考
の
子
と
上
譜
表
し
て
い
た
だ
』
い
て
（
非
公
開
）
巨

青
擁
誰
魂
四
卦
代
表
を
決
定
し
ま
す
。

瞬
確
餌
唯
瘻
か
》
○
参
加
資
格

、

民
へ
生
あ
く
え

昭
和
三
十
三
年
一
月
十
六
日
か
ム

公
行
先
が
て
訴

央
非
男
判
し
と
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

沖

川

恥

識

鎭

》

ま
れ
た
か
た
：
で
へ
恥
性
別
・
職
業
・
堂

日
／
稲
す
を
つ
歴
か
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

、
今
の
対
庭
せ
○
こ
と
じ
の
テ
ー
マ

月
は
帥
に
家
、

９
年
講
動
度
も

次
の
三
つ
で
す
。
テ
Ｉ
マ
に
沿
っ

少
行
一
に

茨
城
県
大
会
は
毎
原
稿
審
査
で
選
ば

れ
た
か
だ
を
十
一
月
十
二
日
（
土
）
水

戸
放
送
局
ス
タ
蓉
辞
封
に
招
き
へ
伽
藍
張
を

発
表
し
て
い
た
だ
い
て
（
非
公
開
）
県

代
表
を
決
定
し
ま
す
。

○
参
加
資
格

勘

昭
和
三
十
三
年
一
月
十
六
日
か
ら

昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

鑿
ま
れ
だ
か
た
：
蕊
峰
性
別
・
職
業
》
学

歴
釦
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

○
こ
と
Ⅷ
心
の
テ
ー
マ

《
＃
次
の
三
つ
で
ず
や
テ
Ｉ
マ
に
沿
っ

た

超
五
三
”

江

一
ｚ

・
三
苛
画
ｒ
■

阜
弓

正

三

■

匙

回

面

研1 ■

も
の
で
あ
れ
ば
、
題
名
は
自
由
に

つ
け
て
主
張
し
て
け
つ
こ
う
で
す
。

⑪
青
春
皇
こ
こ
に
打
ち
込
む

②
わ
た
し
の
生
き
方
を
変
え
た
も
の

③
い
ま
、
日
本
人
の
ひ
と
り
と
し
て

（
五
分
以
内
で
発
表
を
終
え
る
よ
う
に
、

四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
四
枚
程
度
に
ま

と
め
る
こ
と
）
”
”
〕

○
応
募
先
津

水
戸
市
大
町
三
１
四
’
四
Ｎ
Ｈ

Ｋ
水
戸
放
送
局
論
青
年
の
主
張
」
係

○
応
募
締
め
切
り
》
一

十
月
二
十
一
日
（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
ほ
秀
未
発
毒
の
も
の
幸
八
二
題

岬

に
限
り
ま
す
。
応
募
票
は
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（
窓
③
二
三
こ
に
あ

“
岬

や

唾

ご

(9)



卜健 康’

移
動
保
健
所
は
、
医
療
機
関
に
め
ぐ

ま
れ
な
い
地
域
に
対
し
、
保
健
活
動
を

浸
透
さ
せ
、
地
区
住
民
の
健
康
保
持
及

び
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て

上
君
田
全
地
区
（
八
部
落
）
、
下
君
田

地
区
（
大
同
田
部
君
）
を
対
象
に
実
施

し
ま
し
だ
。

綴 検
査
を
主
体
に
健
康
相
談

…

君
田
地
区
で
移
動
保
健
所

不
規
則
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
り
、

偏
っ
た
食
生
活
を
し
て
い
る
と
、
体
調

を
く
ず
し
検
診
の
と
き
に
異
常
が
み
つ

カ
ン
や
心
臓
病
な
ど
の
「
成
人
病
」

は
、
あ
る
日
突
然
発
病
す
る
の
で
は
な

く
、
長
い
時
間
を
か
け
て
進
行
し
、
体

を
む
し
ば
ん
で
い
く
や
っ
か
い
な
病
気

で
す
。
し
か
し
、
初
期
の
う
ち
に
発
見

し
治
療
す
れ
ば
、
そ
の
大
部
分
を
治
癒

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

当
日
は
、
血
液
検
査
や
尿
検
査
、
医

師
に
よ
る
内
科
検
診
な
ど
が
行
わ
れ
、

百
六
人
が
受
診
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
受
診
率
と
し
て
は
二
九
・

三
％
と
低
く
、
今
後
、
検
診
に
対
す
る

積
極
的
な
参
加
が
望
ま
れ
ま
す
。

毎
年
受
診
す
る
こ
と
が
、
無
意
味
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

｜
つ
一
つ
の
積
み
重
ね
が
疾
患
の
発
見

に
結
び
つ
き
、
体
を
気
遣
う
気
持
ち
と

な
っ
て
現
わ
れ
て
く
る
の
で
す
。

受
診
者
百
六
人

早
期
発
見
・
早
期
治
療

日
常
生
活
の
注
意
点

ー

か
り
ま
す
。

移
動
保
他
所
で
は
、
保
健
婦
・
栄
養

士
な
ど
が
同
行
し
、
日
常
生
活
で
の
注

意
事
項
を
指
適
・
指
導
し
て
く
れ
ま
す
。

〃 I
検査結果の内訳 体

の
異
常
数
多
く
発
見

今
回
の
検
診
で
は
、
参
加
者
が
、
す

検査内

’葛血圧
境界域血，

谷 異常者人教

4 人

1句

ID

1

ワ
白

9

食
卓
に
色
を
添
え
て
〃

つ
け
も
の
教
室

I 皿

圧

値

たん白 ( I"!lyl2)
尿
検
査

糖 （陽性）

潜血（陽'|/'三 ）

’ 低比重者 21血 低比里首

液 l什機能

検査 コレステローノL

整形外科･的疾患

べ
て
の
検
査
項
目
を
受
け
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
数
多
く
の

か
た
に
異
常
が
み
ら
れ
ま
す
。
（
左
表
の

〆
一
程
ヘ
ノ
、
ｌ
ノ
〉

１
歩
」
上
オ
ー
』

た
い
せ
つ
な
体
で
す
。
検
診
を
積
極

的
に
受
け
て
、
健
康
で
明
る
い
毎
日
を

送
り
た
い
も
の
て
す
。

九
月
二
十
六
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で

「
つ
け
も
の
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

つ
け
も
の
は
、
一
見
お
料
理
の
脇
き

役
で
す
が
、
同
時
に
食
卓
に
色
を
添
え
、

変
化
を
加
え
る
陰
の
功
労
者
で
す
。

教
室
で
は
、
お
い
し
い
つ
け
も
の
の

作
り
方
を
実
演
し
て
み
せ
、
集
ま
っ
た

主
婦
な
ど
約
百
人
は
、
す
ぐ
役
に
立
つ

知
識
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
職
業
や
年
齢
に
よ
っ
て
塩
分

の
必
要
量
が
違
う
と
、
注
意
を
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。

りり
ムム

’
７

10
ー

’
乳房腫瘤の疑い 2

水質検査

検便(IIIII虫U

味噌汁堀分儂

12

’ロ）

度(1％以上）

２

詔
'1

十
月
九
日
（
日
）

「
南
極
物
語
』

○
時
間
午
前
十
時
、
午
後
二
時

（
二
回
上
映
）

○
出
演
カ
ラ
フ
ト
犬
タ
ロ
、
ジ
ロ

高
倉
健

○
入
場
料
大
人
千
円

中
学
生
以
下
七
百
円

※
あ
ら
す
じ

極
寒
の
地
「
南
極
」
の
す
さ
ま
じ
い

自
然
に
立
ち
向
か
う
人
間
た
ち
の
姿
。

人
と
犬
と
の
心
温
ま
る
交
流
。

十
月
十
六
日
（
日
）

『
越
後
つ
つ
い
し
親
不
知
』

○
時
間
午
後
二
時
開
演

二
時
三
十
分
開
場
）

○
出
演
劇
団
文
化
座
、
佐
々
木
愛
ほ

か

○
入
場
料
Ａ
席
三
千
円

Ｂ
席
二
千
五
百
円

※
あ
ら
す
じ

日
本
海
の
あ
る
寒
村
に
越
後
か
ら
嫁

に
来
た
お
し
ん
と
、
働
き
者
の
夫
留
吉

と
、
そ
の
老
母
と
の
、
貧
し
く
も
幸
せ

な
日
々
が
あ
っ
た
。

今
年
も
ま
た
留
吉
は
、
出
稼
ぎ
に
伏

見
へ
向
か
う
。
悲
劇
は
そ
こ
か
ら
始
ま

、
ノ
ヱ
二
○

(10）



スポー,ﾂで’
（
、
〉
》
』

ず焔
ヨ
ス
｜
霊
一
市鐵灘…§認 け蕊鍵蕊農識驚

八
月
二
十
八
日
か
ら
、
九
月
四
日
、
十
一
日
に
か

、
市
民
テ
ニ
ス
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ダ
ブ
ル
ス
）
男
子
優
勝
戸
張
・
熊
倉
組

女
子
優
勝
綱
川
・
畠
山
組

シ
ン
グ
ル
ス
）
男
子
優
勝
菊
地
、
女
子
優
勝
綱
川

和
華
羽
会
が
二
年
連
続
優
勝

第
十
一
回
市
長
杯
争
奪
軟
式
野
球
大
会

鍵鍵 鷺
、
が

第
十
一
回
市
長
杯
争
奪
軟
式
野
球

大
会
は
、
八
十
九
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

八
月
二
十
一
日
か
ら
日
曜
日
ご
と
の

六
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

九
月
二
十
五
日
の
決
勝
戦
は
、
和

華
羽
会
と
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
の
対
戦
と

な
り
、
和
華
羽
会
が
勝
っ
て
二
年
連

続
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

▽
優
勝
和
華
羽
会
▽
二
位
フ

ァ
イ
ヤ
ー
ズ
▽
三
位
高
萩
小

堀
電
々
高
萩
野
球
部

▽
最
優
秀
選
手
飯
田
真
人
選
手

（
和
華
羽
会
）

▽
敢
闘
賞
舟
生
宏
明
選
手

（
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
）

▽
打
撃
賞
沼
田
修
選
手

（
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
）

【
剣
道
鋪
成
大
含
１

ｒ
ｌ
ｆ
ｔ

ー

八
月
二
十
八
日
、
第
四
回
市
民
ゴ
ル
フ

大
会
が
高
萩
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
行
わ

れ
、
市
民
百
十
三
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

天
気
に
恵
ま
れ
た
こ
の
大
会
で
は
、
好

ス
コ
ア
が
続
出
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も

二
つ
出
ま
し
た
。

▽
Ａ
ク
ラ
ス
（
昭
和
十
四
年
生
ま
れ
以
上
）

優
勝
藤
枝
靖
士
二
位
町
田

庫
男
三
位
内
田
雄
啓

▽
Ｂ
ク
ラ
ス
（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
以
下
）

優
勝
野
木
秀
雄
二
位
小
田

中
勝
男
三
位
坪
和
久
男

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
二
つ

8月28日、東小体育館で、第4回高萩
市内剣道錬成大会が開かれました。成績
は次のとおりです。

○小学生団体①若葉剣士会1チーム、
4年生以下①石川彰信、 5 ． 6年生①
清原慶子

○中学生団体①武徳殿Aチーム、男子
①金成秀敏、女子①新倉優子
○高校・一般団体①男・女とも高萩市
剣友会、男子①内山勝博、女子①田所
美恵子

篭

鑑

…函鑑簿 蕊議鰯

本
町
が
優
勝

九
月
十
一
日
、
市
民
体
育
館
で
マ
マ

さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は
応
援
の
お
父
さ
ん
や

お
子
さ
ん
が
詰
め
か
け
て
、
声
援
を
送

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
、
本
町
が
優
勝
、
島
名

が
準
優
勝
、
三
位
は
東
肥
前
町
と
秋
山

が
分
け
合
い
ま
し
た
。

九
月
二
十
三
日
「
秋
分
の
日
」
、
高

浜
グ
ラ
ン
ド
で
、
安
良
川
町
内
親
善
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
今
年
で
三
十
回
目
。

何
年
も
参
加
し
て
い
る
古
参
選
手
も
、

今
年
初
め
て
参
加
す
る
か
た
も
、
和
気

あ
い
あ
い
。
勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ
ら
ず

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

今
年
で

I

ー

’

三
十
回
一

一
十
月
二
十
九
日
（
土
）

一
「
ど
う
ぶ
つ
会
議
』

一
○
時
間
午
後
二
時
開
演

（
一
時
三
十
分
開
場
）

○
出
演
劇
団
四
季

○
入
場
料
大
人
千
八
百
円

子
供
千
円

親
子
二
千
五
百
円

※
あ
ら
す
じ

一
と
あ
る
サ
ー
カ
ス
の
ど
、
フ
ぶ
つ
た
ち

が
、
こ
の
ま
ま
で
は
人
間
た
ち
の
わ
が

ま
ま
で
自
然
が
こ
わ
さ
れ
、
地
球
が
汚

れ
て
し
ま
う
、
な
ん
と
か
し
よ
、
７
と

世
界
中
の
ど
う
ぶ
つ
を
集
め
て
会
議
を

開
き
、
人
間
た
ち
に
反
省
を
促
し
ま
し

た
。

し
か
し
、
人
間
た
ち
は
い
っ
こ
う
に

反
省
す
る
様
子
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

一
で
ど
う
ぶ
つ
た
ち
は
・
・
…
・
・

一
十
一
月
二
十
三
日
（
水
）

↓
『
Ｓ
Ｋ
Ｄ
東
京
踊
り
』

一
○
時
間
午
後
一
時
開
演

（
十
二
時
三
十
一
分
開
場
）

○
出
演
甲
斐
京
子
、
高
城
美
輝
ほ
か

三
十
三
名

一
○
入
場
料
Ａ
席
三
千
円

Ｂ
席
二
千
八
百
円

一
○
入
場
券
発
売
日
十
月
二
十
日
か
ら

一
第
一
部
民
謡
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

一
第
二
部
グ
ラ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
Ⅱ
日
立
市
民
会
館
・

田
所
耆
店
・
仲
屋
耆
店
・
深
谷
書
店
。

ピ
ア
ノ
マ
ー
ト
（
磯
原
）
・
文
化
会
館
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じ
い

①
安
良
川
の
爺
杉

幹
回
り
九
・
六
ｍ
樹
高
三
十
五
ｍ
樹
齢
約
千
年

き了国
指
定
天
然
記
念
物

l i l l ll l ll Fl l ll 卜 l ll l ﾄI Ⅱ1N｜ l l I l l I l li l lI I ll l lINll l ll l l川

秋
た
け
な
わ
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン

で
す
。
き
の
こ
狩
り
、
紅
葉
狩
り
な
ど

に
出
か
け
て
、
自
然
に
親
し
む
の
も
よ
い

で
し
ょ
う
が
、
市
内
の
〃
文
化
財
見
て

歩
き
〃
に
一
日
を
費
や
し
て
み
て
は
い

か
か
で
し
ょ
う
か
。
当
市
の
歴
史
を
再

認
識
す
る
た
め
に
、
家
族
づ
れ
で
挑
戦

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

現
在
、
市
内
に
は
国
指
定
一
つ
、
県

指
定
二
つ
、
市
指
定
八
つ
の
文
化
財
が

あ
り
ま
す
。
左
の
べ
ｌ
ジ
の
地
図
で
、

そ
の
位
置
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

学
ぶ

ー

l I ll l I 川l li iⅢl l l

⑧大塚神社の杉 ②
長
久
保
赤
水
の
蟇
市
指
定
史
跡

赤
水
は
享
保
二
年
二
七
一
七
年
）
赤
浜
に
生
ま

れ
、
苦
学
の
末
、
学
問
精
励
を
も
っ
て
郷
士
と
な
り
、

水
戸
藩
主
徳
川
治
保
の
侍
講
と
な
る
。
経
緯
線
を
取

よ
十
つ
ろ
て
い

り
入
れ
た
「
日
本
與
地
路
程
全
図
」
は
有
名
。
享
和

元
年
（
一
八
○
一
年
）
赤
浜
に
没
す
。

県指定天然記念物
幹回り8.05m、樹高40m、樹齢約500年

④大塚神社のモミ

県指定天然記念物
幹回り8.6m、樹高45m、樹齢約500年

議鍵 曇『

鶴鱗蕊 ＄
町
ｆ
坤
謡
拘
謹
鎚

鶴駕

一
）

認《

癖

⑥
北
宿
の
並
木
一
本
松

市
指
定
史
跡

慶
長
十
一
年
二
六
○
六
年
）
こ
ろ
に
植
え

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
岩
城
街
道
に
残
る
唯

一
の
松
で
あ
る
。
幹
回
り
二
・
一
ｍ
、
樹
高
十

六
ｍ
、
樹
齢
約
三
百
七
十
年
。

元
禄
十
六
年
二
七
○
三
年
）
現
在
の
十
王

町
友
部
に
生
ま
れ
る
。
下
手
綱
に
居
住
し
医
を

開
業
、
同
時
に
農
村
子
弟
の
教
育
に
努
力
す
る
。

し
」
、
７
‐
し
へ
い
そ
／
、
こ
、
７

「
唐
詩
平
灰
考
」
や
庶
民
教
育
の
た
め
の
「
百

姓
日
用
訓
」
は
有
名
．
天
明
四
年
（
一
七
八
四

年
）
下
手
棡
に
没
す
。

⑤
鈴
木
玄
淳
の
墓
市
指
定
史
跡

12)



⑦琵琶薑古墳

市指定史跡

花園| | ｜
△

柳＃
○

北
茨
城
市

に誇閉

漢一個〕
／
ｉ

田君上
漢一個〕
／
ｉ

田君上

,君田|
(蕊詮ミ
横
○○

若藥

6世紀末～7世紀、北東43m、前方丘

IIE32m，後円丘|IIm23m、 白砂青松の赤浜

海岸を望み地区全体を見渡す高台に作ら

れた大へん良い型の前方後円墳である，

周囲に円筒埴輪をめく、らしていることか

ら親主的存在の者の墳であろう。

一一~X関u虻添虻添 至軍
－I

浜

詞
赤赤遍 （

２
）主式僧計滝Y

一一一一一一一へ

久
慈
郡
里
美
村

ー

高戸

円「

⑧
赤
浜
一
号
墳
市
指
定
史
跡

六
世
紀
末
～
七
世
紀
前
期
に
作
ら
れ
た
前
方
後
円

墳
、
松
久
保
工
業
団
地
南
端
に
あ
り
、
横
穴
式
石
室

1

多賀郡十王町
W一

日
』
Ｍ一

六辛

号日
国立
道

わ
き
線

⑩穂積家住宅

市指定建造物

を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら

考
え
る
と
価
値
の
あ
る
も

の
で
あ
る
。

ー

⑨下君田大塚神社のササラ

市指定無形文化財

建築は寛政元年（1789年）である‘

農業・酒造業・林業を主として行い財を

なした。主屋・長屋門・前蔵・衣裳蔵・

庭園か指定されている。

⑪花貫暖帯・温帯混合自然林

(エドヒガン自生地他）
市指定天然記念物

昭和55年4月、郷土卜ili物研究家大都直

光氏により発見された。 自生地として貴

重である。 また、 リンボク、 カゴノ木等

の北限植物の自生地でもある。

下君田のササラは大塚神社の例祭の獅

子舞である。五穀豊穣、村内平和安全を

祈願し毎年9月23日に行われる。

(13）



現
在
、
高
萩
市
・
北
茨
城

町
の
二
市
一
町
の
相
互
通
話

は
、
市
外
局
番
を
含
め
十
桁

の
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
て
い
ま

し
た
。こ
の
区
域
内
の
相
互
通
話

は
、
下
表
の
と
お
り
二
桁
の

市
内
局
番
と
現
祁
の
電
話
番

号
の
六
桁
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る

だ
け
で
通
話
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

な
お
、
電
話
番
号
は
今
ま

で
ど
お
り
で
す
。
実
施
時
期

北
茨
城

は

常磐自動車道建設の三現
三在
三工

進ちょく状況重
言進
三め

常磐自動車道建設については、 日本道＝て
三 い
三

路公団と高萩地区地権者会との間で､去妻
畠3月をも･て6.2kmの設計協議の覚書琴 力i
が調印されました。その後、単価協議等三

三だ

が進められ、 8月30日から日本道路公団言 さ
三い

と地権者とで、用地の売買契約が行われ三 ・
三
三

ています。 三
三

今後、用地買収ができしだい、 日本道三
三

路公団は、昭和62年以降の供用開始（開三
三

通）に向けて、 59年から工事を着工する 三
三
三

予定になっています。 三

市
内
局
番
は
一
一
桁

市

来
年
一
一
月
下
旬
か
ら

電話番号は今と同じ1f
’ 昭

制
血
十Ｔ

詳
し
く
知
り
た
い

か
た
は
、
高
萩
電
報

電
話
局
営
業
課
（
盆

②
二
九
九
一
無
料
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

印
刷
物
な
ど
に
電

話
番
号
を
入
れ
る
場

合
は
、
特
に
変
更
時

期
に
御
注
意
く
だ
さ

す
九
年

っ
を
予

｜
月
下
旬
ご

仁
し
て
い
ま

一
．
）

司変 更 前 変 更 後
百句

一局

名

→＝

禾火

局番 市内局癬 電話帯号市外 ilj外局番市内局番電話番号
市
の
行
事
、
日
曜
当
番
医
な
ど
が
電

話
ひ
と
つ
で
、
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
。
御

利
用
く
だ
さ
い
。

一

三
テ
レ
ホ
ン
案
内

－
１
１
１
１
１
１

・
；
‐
ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
‐
１
，

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
！
‐
Ｉ
ｌ
１

２
３
－
８

××××

××××

２
３
２
２

××××

××××
02932

’ F君田 02 932 ×××× 0293 28 ×× ×

／ケ I＝1

1合同と

同じ市

局番と
[ります

も1－

外’ 32

藤| :：
｜I 029 qq，UU~土 × ××××

乏
２ >〈××× ××××

××××
北茨城 02 934

３
６
３

××××

×××× ｜ ××××4602932

③1 1 51 ． 1 152

津 02 934

×

蛍
一
ヨ

’ 02934 ×××× 43
|■

××

門
一
方
、
自
然
を
汚
す
ゴ
ミ
の
山
に
も

咄
手
を
や
く
。
市
で
は
予
算
を
つ
け
て
、

ご
受
け
入
れ
態
勢
を
と
っ
て
い
る
。
そ
れ
な

恥
の
に
、
山
や
海
岸
、
河
原
や
道
端
へ
捨
て

洲
ら
れ
る
ゴ
ミ
は
、
空
き
缶
か
ら
壊
し
た

咄
家
一
軒
分
ま
で
多
彩
で
あ
る
。
Ⅱ
写
真

》
釣
人
口
は
全
国
で
一
千
万
人
以
上
と

州
い
わ
れ
て
い
る
。
ダ
ム
湖
周
辺
や
川
岸
、

岬
海
岸
線
に
捨
て
ら
れ
た
糸
や
は
り
は
、

州
子
供
た
ち
や
野
鳥
が
怪
我
を
す
る
の
で
危

恥
険
だ
、
一
部
の
マ
ナ
ー
の
悪
い
人
の
な

Ｙ
せ
る
業
な
の
だ
ろ
う
が
目
立
つ
。

出
不
法
投
棄
を
市
で
片
づ
け
る
、
ボ
ラ

Ｍ
ン
テ
ィ
ア
で
拾
っ
て
も
ら
う
ほ
か
に
手

価
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

恥
（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

…
れ
な
い
の
で
〃
人
の
手
一
飼
っ
て
い
る
も
の
、
ト
リ
ッ
ク
な
ど

か
ら
火
が
出
る
〃
と
考
え
る
ほ
か
は
な
い
。
一
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
自
然
の
ま
ま
、

に
唯
幽
灌
幟
蛎
榊
蝿
識
畦
い
ぶ
吐
唖
測
砿
評
蝿
壁
詞
崖
蝿
錐
し
珪
叫
蓉
乱

な
い
・一

万
、
ョ
決
州
弁
一
号
す
ゴ
ミ
乃
Ｕ
こ
も

⑳

ー

昭
和
十
五
年
の
こ
ろ
、
７
１
Ｉ
！
；
ｌ
ｋ
Ｉ
ｊ
Ｉ
ｊ
Ｉ

大
山
火
事
が
あ
っ
た
。
一
高
萩
駅
に
山
草
・
野
鳥
の
写
真

旧
松
岡
の
北
西
部
か
一
高
萩
駅
長
さ
ん
が
、
本
会
の
申
し
出

ら
旧
高
岡
の
東
北
部
へ
》
に
喜
こ
ん
で
「
駅
の
美
化
運
動
の
一

か
け
て
、
大
き
く
ひ
ろ
一
環
と
し
て
、
ぜ
ひ
…
・
…
・
」
と
理
解
さ

が
り
、
幾
日
も
燃
え
統
一
れ
、
八
月
八
日
か
ら
掲
げ
ま
し
た
＠

け
た
。
ま
た
、
小
さ
い
山
一
会
員
の
大
森
啓
三
氏
を
は
じ
め
多
く

火
事
は
毎
年
と
い
っ
て
一
の
か
た
か
た
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
季

い
い
ほ
ど
お
き
て
い
る
、
一
節
に
つ
れ
て
、
内
容
を
変
え
て
い
き
ま

自
然
発
火
は
考
え
ら
一
す
．
こ
の
写
真
に
は
、
栽
培
も
の
、

市
内
の
自
然
は
無
防
備
（
Ⅲ
）

ロ
ー
弓
》
凸
・
・
凸
凸
二
弓
勺
一
直
言
凸
二
号
角
ご
凸
凸
三
・
・
・
口
ロ
・
・
画
■
・
争
・
画
②
呂
凸
口
号
ご
宅
呂
汀
Ｐ
阜
酉
一
毎
言
画
口
・
旬
・
画
画
争
・
Ｆ
Ｄ
ロ
や
■
画
言
■
ｒ
・
も
守
呂
己
年
・
・
』
“
■
呂
・
毎
・
・
呂
二
呂
豈
Ｐ
”
ロ
・
』
豈
舎
●
』
■
・
・
・
凸
■
呂
画
毎
・
・
も
『
呂
・
宰
・

蛎
蕊

零：
《
起
轄

》
諦
町
沁
職 #報鰯

欝録灘

I
■1h
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本
県
に
も
、

養
村
の
高
台
に

美
し
い
レ
ン
カ

造
り
の
国
民
年

金
保
養
セ
ン
タ

ー
「
と
き
わ
路
」

が
あ
り
、
国
民

匡
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
‐
は
、
自
然
噸
。
た
Ｉ
し
た
浴
室
か
ら
は
遠
く
Ｉ
！
ハ
ロ
－
た
か
は
ぎ
の
電
話
鯛
⑤
Ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
壹
…

公
園
や
猟
泉
な
ど
の
恵
ま
れ
た
環
境
の
太
平
洋
が
望
め
、
そ
の
広
大
な
る
眺
望
恥
７

も
と
に
、
全
国
各
地
に
設
け
ら
れ
て
い
は
格
別
で
す
。
州
今
回
は
、
街
の
触
れ
合
い
と
し
て
、
れ
る
青
電
話
。
キ
ャ
ビ
ネ
ヅ
ト
タ
ィ
プ
》

る
国
の
施
設
で
す
．
ま
た
、
味
覚
の
秋
に
は
、
名
物
の
巨
州
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
利
用
し
や
す
い
公
と
し
て
は
、
卓
上
型
黄
電
話
な
ど
が
あ
恥

本
県
に
も
、
常
陸
太
田
市
の
自
然
体
峰
が
濃
く
色
‐
つ
き
「
ぶ
ど
う
狩
り
」
が
榊
衆
電
話
の
い
ろ
い
ろ
に
つ
い
て
御
紹
介
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
お
店
に
置
か
岬

の
自
然
体
峰
が
濃
く
色
づ
き
「
ぶ
ど
う
狩
り
」
が
岬
衆
電
話
の
い
ろ
い
ろ
に
つ
い
て
御
紹
介
り
ま
す
：
そ
α
伺
力
に
主
曜
に
權
力
岬

天
正
二
年
二
五
七
四
）
「
妙
縁

十
一
・
晦
日
門
前
う
は
」
、
天
正

六
年
二
五
七
八
）
「
妙
泉
霊
四
・

廿
八
門
前
つ
る
」
、
天
正
八
年
二

五
八
○
）
「
道
宣
六
・
廿
四
門

前
藤
左
衛
門
」
、
天
正
九
年
二
五

八
一
）
「
妙
俊
十
一
・
廿
九
門
前

は
。
」
、
天
正
十
二
年
二
五
八
四
）

「
妙
受
霊
五
・
廿
三
日
門
前

満､“、
厳丈㈹9

赤浜妙法寺過去帳

（八十四）

志田諄－

楽
し
め
ま
す
で
、
州
し
ま
し
ょ
う
。

れ
て
い
る
お
な
じ
み
の
赤
電
話
が
あ
り
ま
蝿

家
族
づ
れ
で
お
州
公
衆
電
話
は
、
そ
の
使
い
方
な
ど
に
す
。
赤
電
話
は
、
ほ
か
の
黄
や
青
の
電
》

福
祉
施
設
を

出
か
け
く
だ
さ
帆
よ
っ
て
、
街
角
、
駅
、
店
頭
な
ど
に
設
話
で
は
で
き
な
い
百
番
通
話
や
電
報
の
》

い
。
テ
ニ
ス
コ
恥
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
発
信
も
で
き
ま
す
（
こ
の
場
合
は
、
お
崎

利
用
し
ま
し
ょ
う
‐
卜
も
完
備
さ
州
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
あ
る
黄
電
話
．
こ
れ
店
の
か
た
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
煎

れ
て
い
ま
す
。
州
は
遠
距
離
通
話
の
エ
ー
ス
と
し
て
、
一
体
の
不
自
由
な
か
た
の
た
め
に
は
、
鋤

て
い
る
か
○
利
用
料
金
（
一
泊
二
食
付
き
）
州
度
に
百
円
玉
九
枚
ま
で
十
円
玉
十
枚
ま
車
い
す
用
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
。
今
ま
恥

力
か
た
で
五
民
年
金
肢
保
境
者
・
受
給
権
者
州
で
が
入
り
ま
す
（
百
円
玉
の
つ
り
銭
は
で
空
港
な
ど
に
だ
け
設
置
さ
れ
て
い
た
》

日
て
ら
門
前
」
、
文
禄
三
年
二
五
老
母
一

九
四
）
「
経
秀
霊
八
月
廿
三
日
西
え
る
。

小
屋
に
て
助
四
郎
門
前
二
郎
右
衛
門

か
子
」
、
慶
長
十
七
年
二
六
一
二
）

「
妙
慶
霊
三
月
十
八
日
門
前
典

七
郎
か
母
儀
」
、
元
和
七
年
二
六
二

一
）
「
妙
揚
霊
十
二
月
十
一
日
門

前
藤
七
郎
老
母
五
十
五
才
に
て
死
」

元
和
八
年
二
六
二
二
）
「
妙
幼
四

月
十
七
日
門
前
藤
七
の
娘
二
才
に

て
痘
疹
に
て
死
」
、
寛
永
四
年
二
六

二
七
）
「
妙
延
霊
十
月
十
八
日
門

前
五
郎
術
門
口
」
、
寛
永
十
一
年
（
一

六
三
四
）
「
妙
証
霊
門
前
助
右

衛
門
女
房
四
十
二
才
死
正
月
廿
二

日
」
、
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
「
法
門
〕

円
霊
十
二
月
一
日
門
前
五
郎
術
死 門
前

ー

一
一
郎
右
衛
門
の
子
、
助
四
郎
が

死
ん
だ
西
小
屋
（
雄
子
尾
）
あ
た
り

防
衛
庁
で
は
、
二
等
陸
海
空
士
の
自

衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

採
用
に
な
り
ま
す
と
特
別
国
家
公
務

員
と
し
て
身
分
が
保
障
さ
れ
る
と
と
も

に
、
各
種
技
術
教
育
が
受
け
ら
れ
国
家

資
格
免
許
も
幅
広
く
取
得
す
る
こ
と
力

で
き
ま
す
。
ま
た
、
自
衛
隊
生
活
に
よ

っ
て
、
強
い
責
任
感
、
強
健
な
身
体
が

培
わ
れ
社
会
に
お
い
て
も
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
愛
付
期
間
常
時
行
っ
て
い
ま
す
。

○
応
募
資
格
十
八
歳
か
ら
二
十
五
歳

末
満
の
か
た

待
遇
、
そ
の
他
詳
し
く
知
り
た
い
か

た
、
応
募
し
た
い
か
た
は
、
市
役
所
庶

務
課
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

ー

■
蔀
砿
臓
瀞
辮
粧

旧
違
鑑
鎧
；
息

別
の
築
物
の
敷
地
構
造

訓
斉
設
薦
及
び
用
途
に
関

す
る
般
低
の
基
準
を

岬
俳
続
恥
鮮
蝦
鯉

噸
全
翻
蕊
鮒
為

増
進
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
』
と
な
う
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
よ
り
一
層
の

認
識
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
違

反
建
築
を
予
防
、
是
正
し
、
建
築
基
準

法
を
遵
守
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

：
建
築
基
準
法
関
係
の
お
問
い
合
わ
せ

は
建
設
課
建
築
係
で
す
。

の

社
会
経
済
の
発
展
に
伴
い
、
建
築
物

の
過
密
化
と
居
住
環
境
の
劣
悪
化
が
進

み
、
日
照
、
通
風
、

間
鶏
即
諦
詮

週
蕊
麟
懸
製

止
（
地
震
歯
風
》
や

防
火
災
ガ
急
爆
発
等

△
曲
医
の
大
規
模
な
災
害
が

建
築
基
準
法
は

市
民
生
活
の
〃
柱
〃

発
生
し
、
建
築
物
へ
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園

二

．
二
口

二

△

三

二

．

二

皇

画

二

匹

二

』

マ
ニ

．

二

二

口
二
．

二
・
二
酉
一
二
．

エ

号

ニ

ニ

ニ

ニ

『

二

二

三

二

口

．

三

口

二

・

△

三

】

ロ
ー
』

亭

二

』

・

番

二

三

ロ

ｚ

■
“

三

・
二
・

』

二

ロ
ニ
ロ

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
春
と
秋
の
二

虫

』

△

二
二

Ｆ

▽

一

△

口

二

△

こ

き

口

刃

』

呈

二

Ｆ
二

”

“

三
一

巴

・

券

、

“

』

｛

寺

二

ロ

五

コ

二

三

二

▽

一

十
月
十
六
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の

一
週
間
は
、
行
政
祁
談
週
間
て
す
。

こ
の
期
間
内
に
、
行
政
と
人
権
の
無

料
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ど
う
ぞ
。

○
と
き
十
月
十
八
日
午
前
十
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で

○
と
｝
一
ろ
市
民
セ
ン
タ
ー
（
春
日
町
）

○
相
談
貝
行
政
相
談
委
員
、
人
権
擁

護
委
員
、
法
務
局
職
貝

皆

二

■

・

二

二

二
己

・

・

『

面

二

日

Ｅ

・

』

二

国

一

▲

』

・

二

・

二

苧

・

二
・

二
『
二
二
口

『

・

勇

二

寺

邑

ヨ

■

・

・
二
』

一

三

・

・

・
二
二
』

ｚ

Ｆ

こ

三

里

工

・

■

三

ｒ

一

回

帥
行
政
・
人
権
の
相
談
恥

狂
犬
病
予
防
注
射

お
よ
び
畜
犬
登
録

山

・

阜
二
・

言

三

二

”

二

三

“

三

二

二

二

・

三

・

三

二

》

言

』

阜

寺

口

”

・

・

ご

三

画

ロ

ロ

宇

・

Ｆ

二

・

”
二

阜

三

来
春
、
小
学
校
へ
入
学
す
る
お
子
さ

ん
の
健
康
診
断
を
、
次
の
日
程
に
よ
り

各
小
学
校
で
行
い
ま
す
。

○
横
川
・
君
田
小
学
校
十
月
四
日
（
火
）

○
束
小
学
校
十
月
六
日
（
木
）

菫
室
一
二
二
二
二
二
二
三
二
二
二

三
二
二
二
二
二
’
二
二

一
二
二
二
二
三
二

一
二
二

三
二
二
二

二
二
一

二
二
二
二
三

コ

回
必
ず
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
○
秋
山
小
学
校
十
月
七
日
（
金
）

て
い
ま
す
。
当
日
は
、
は
が
き
（
通
知
書
）
、
○
松
岡
小
学
校
十
月
十
二
日
（
水
）

印
鑑
、
料
金
二
千
円
（
注
射
料
な
ど
）
を
○
高
萩
小
学
校
十
月
十
三
日
（
木
）

持
参
し
、
最
寄
り
の
会
場
で
受
診
し
て
時
間
は
、
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
。

く
だ
さ
い
。
新
し
く
登
録
す
る
か
た
は
、
た
だ
し
横
川
・
君
田
小
学
校
は
午
後
一

さ
ら
に
登
録
料
二
千
円
が
必
要
で
す
。
時
四
十
分
か
ら
で
す
。

※
日
程
、
場
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、
週
な
お
、
心
身
に
障
害
が
あ
り
、
普
通

報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
学
級
で
は
就
学
困
難
と
思
わ
れ
る
お
子

塔

三

』

△

・

Ｆ

二

言

口

△

二
・

二

二

三

・

言

冒

”

デ

ロ

口

二
“

”

口

画

「

△

口

“

三

Ｊ

口

“

恥

”

二

“

一

石

二

Ｆ

、

二

ロ

ニ

ニ

ニ

叩
新
入
学
児
童
の
一
さ
ん
を
お
持
ち
の
保
護
者
は
、
教
育
委

岬
言
壽
量
言
鍵
善
言
猿
言
言
言
鐙
書
寸
鋤
言
》
員
識
榧
蠅
賑
謹
鄙
（
恋
③

来
春
、
小
学
校
へ
入
学
す
る
お
子
さ
二
三
一
）
へ
ど
う
ぞ
。

しよう らい

松籟

赤水先牛の墓所は、白砂吉松赤浜北原の地にあり。碑
文は赤水が侍講をつとめた水戸文公の弟で、宍戸公松平

頼救である。かつて吉田松陰も、磯原に野口哲芦を尋ね
た途すがら、ここに詣でている。初秋の波音は今日も高
く、松吹く風は爽やか|こ、墓地のあたりを過ぎてゆく。

絵と文伊藤龍馬
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一
）
ダ

受講生を募集
一勤労青少年ホームー

月の納税58年度後期の各種教室の受講生を募集します。

◎受講資格市内に居住または勤務する25歳未

満の勤労青少年

◎申込先 10月13日までに直接勤労青少年ホ

ーム（冠③7177）で手続きして

ください。

◎受講時間午後6時30分～8時30分

．募集する教室

民税（2期）
融
蒋

IR 10月31日

一
』
ニ
マ
ニ
ー

“

正

二

三

マ

ニ

『

五

Ｆ

・

・

▽

ご

呂

。

蛆

阜

・

二

・

二

三

”

・

・

・

三

二

二

二

』

・

二

Ｆ

．

二

言

・
二
・

二

二

・

一

二

二

・

“

』

”

一

ｚ

二

”

▽

Ｆ
二

《
川
柳
の
募
集
伽

閨

△

二

二

・

』

』

“

▽

・

二
一
二
・

・

『
二

二

”

二

』

二

言

三

△

”

二

二

二

二

口

Ｅ

二

三

・
二
二
℃

一

・

ｚ

▽

一

二

二

一

阜

市
文
化
祭
に
出
品
す
る
川
柳
を
募
集

し
ま
す
。
ぜ
ひ
御
応
募
く
だ
さ
い
。

○
出
品
内
容
創
作
自
由
吟
（
未
発
表

に
限
る
）

○
表
彰
市
長
賞
・
文
化
協
会
長
賞

○
応
募
方
法
官
製
は
か
き
を
使
用
し
、

三
句
ま
で

○
応
募
締
切
十
月
三
十
日
（
日
）

○
応
募
先
島
名
一
、
九
六
六

～人口と世帯～

前月比

人口 33 ↑394 （＋19）

男 16,379 (+16)

女 17，015 （ ~＋3）

世帯 9，929 （＋3）

（58年9月1日現在）

受講料

（ 1箇月）

1,500円

募集人員

20人

20人

教室患 開講曜日

首亥堂
ノI鑓 火

一
水

ー

1,000円看
一
料

付
理 木・金 各15人 2,900円

金 20人 2,900111け花

書 道 木 20人 1,500円

i蕊

樫
村
一
歩

※
入
選
作
は
、
文
化
祭
に
展
示
し
ま
す
。

恥
戦
没
者
追
悼
式
を
帥

行
い
ま
す
岬

○
と
き
十
月
二
十
六
日
（
水
）
午

前
十
時
か
ら

○
と
こ
ろ
市
文
化
会
館

日曜当番医

善
意
あ
り
が
と
う

○
山
形
舅
さ
ん
Ⅱ
高
浜
町

老
人
福
祉
へ
三
万
円

○
高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

老
人
の
た
め
に
二
万
円

囮
寄
贈
市
立
図
書
館
へ
古
書

○
樫
村
ヨ
ネ
さ
ん
Ⅱ
安
良
川

○
加
藤
進
さ
ん
Ⅱ
春
日
町

ヌ

「
翁Ｉ10月23日 |諸原医院 訂)3113古一

|可 戸
弓

10月30日 立花医院

11月6日 飯島医院

内田病院

11月13日

２
５

１
３

５
２

３
２
②
②

東本町

大和 HU

大和町 ②2137

029332

3266 劃
卜王町十王医院

時間は、いずれも午前9時から午後4時までです

㈹


